
 

 

 

 

第 13 回   （ 令和４年 11 月 ） 

 

 

宮 津 市 教 育 委 員 会 

 

定 例 会 議 事 録  

 

令和４年 11 月 24 日開会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 13 回（令和４年 11 月）宮津市教育委員会定例会会議録 

 

日 時   令和４年 11 月 24 日（木）午前 9 時 00 分～ 

場 所   宮津市福祉・教育総合プラザ応接会議室 

 出席者   山本雅弘 伊藤正 田崎浩二 尾﨑里花子 藤井陽子 

 事務局   大井教育次長 永濱学校教育課長 吉田社会教育課長 東文化財保護担当課長 

大槻総括指導主事 森本学校教育課参事 梅林学校教育課参事 細見指導主事 

公庄学校教育係長 

 （傍聴者なし） 

１ 開 会 

２ 前回会議録の承認 

３ 会議録署名委員の指名  

４ 会期の決定 

５ 教育長報告 

６ 議 事 

  議第 24 号 令和 4 年度宮津市一般会計補正予算（第 7 号）（教育委員会関係分）について 

７ その他 

(1) 12 月の主な日程（教育委員会関係分）について 

８ 閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

－開会： 9:00－ 

 

 

山本教育長  只今から、令和４年第 12 回宮津市教育委員会定例会を開会し、た 

だちに本日の会議を開きます。 

 

それでは、次第に沿って会議を進行します。 

■次第２「前回会議録の承認」  

 各委員よろしければ、田崎委員と伊藤教育長職務代理にお世話

になります。 

■次第３「会議録署名委員の指名」  

 会議規則第 18 条第 2 項の規定により、教育長において伊藤教育

長職務代理と藤井委員を指名しますので、よろしくお願いします。 

■次第４「会期の決定｣ 

本日の定例会の会期は、１日としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 

出席委員  

 

 異議なし 

 

山本教育長  

 

ご異議なしと認めます。よって会期は、本日 1 日間と決定いたし

ます。 

 

山本教育長  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■次第５「教育長報告」 

【報告事項】 

１ 市立幼稚園、小中学校の状況について 

 ○先日の中学生の主張大会では、当日の発表を参観いただきありが

とうございました。 

 ○市内でもコロナが徐々に増加傾向にあると聞いておりますが、学

校行事等は予定どおり実施できています。この先、インフルエン

ザとの同時流行も心配されますので学びを止めることのないよ

うに引き続き感染症対策を行っていきます。 

 ○2 学期も残り少なくなりましたが、大きな事故もなく過ごすこと

ができています。 

 ○学校施設等の在り方検討委員会の議論と並行して、養老小の今後

について検討を進める必要があります。11/30 に現在の状況につ

いて地元や保護者を対象に説明会を行う予定です。学校教育で

は、一定の人数のなかで多様な価値観に触れることが必要であ

り、再編の必要性を説明していきたいと考えています。4 小連携

で交流の機会を工夫していますが、常には実施できませんし先生

や児童の負担も大きくなります。教育委員会としては、令和 6 年

4 月を目途に統廃合を進めていきたいと考えています。地域から

統合を求める声も上がっています。単純に府中小に統合するとい

うことではなく、新たな付加価値をつけた学校として再編を考え

ていきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤教育長職務代理  

 

 

 

 

 

 

 

 

田崎委員  

 

 

 

 

 

山本教育長  

 

 

 

尾﨑委員  

 

 

 

 

２ 宮津の新しい教育の創造について 

○教職員の人事異動方針を別添のとおり発出したいと考えていま

す。ポストコロナを見据えて、小中一貫教育の PR もしながら

STEAM 教育やコミュニケーション教育など新しい取組もしていき

たいと思いますので、先生を育てていく仕組み、学校間の留学制

度や働き方改革の推進、医療的ケア児やヤングケアラーへの対

応、ICT や特別支援教育の視点など、OJT を通して自己開発がで

きるような人材育成を行っていきたいと考えています。 

○関西大学付属小学校と連携し、吉津小で STEAM 教育の研究を進め

ています。 

○平田オリザ先生のコミュニケーション教育については、令和 5 年

度は小中 1 校ずつ、モデル的に取組んでいきたいと思っておりま

す。まずは 1/24 に教育関係者向けの講演会を、2 月中にワークシ

ョップなどを行い、3/16 にはモデル事業として、まずは宮津中学

校で授業を実施したいと考えています。コミュニケーション教育

を非認知能力育成の軸にしていきたいと思います。 

３ 社会教育・文化振興について 

 ○先日、天橋立世界遺産講演会を開催し約 100 名の方に参加いただ

きました。また、高校との連携では、宮津小で天橋高校と一緒に

稲作体験を検討しています。 

４ その他 

 ○小学校で不登校児童が増加傾向にあります。 

 ○11/30～12 月議会 

 ○1/26 総合教育会議を予定 

  

 中学生の主張大会の発表は大変素晴らしかったです。生徒にとって

も良い経験になったと思います。参加者に動員がかかっていたようで

すが、関心の薄い方も来られていたので、少し残念に思いました。 

 養老小学校については、人数を聞いてびっくりしました。あまりに

も少ないと思います。早く統合の判断をして進めていただきたいで

す。 

 若手教員の育成に関して、学校間の留学制度は 1 週間くらいは実施

しても良いと思います。 

 

 養老小学校の再編についてですが、今、反対されている保護者では

なく、人数が減ってしまう将来に当事者となられる保護者の声を大切

にしていくべきだと思います。行政側から統廃合の話をすると受け入

れにくいと思いますので、例えば、すでに統廃合を経験された由良や

上宮津の方の生の声をお伝えしてはどうでしょうか。 

 

 これから先の教育を考えて、よりベターな策を取っていきたいと思

います。地域や保護者の意見も大事にしながら、最終的には子どもの

学びを第一に考えて進めていかなくてはいけないと考えております。 

 

 養老小だけではなく、吉津小も人数が大きく減っています。市民の

声として、4 小学校は橋立学院として一つにならないのか、という意

見もあります。 

 不登校の増加については、コロナの影響があるのでしょうか。 

 



山本教育長  

 

 

藤井委員  

 

 

 

 

 

山本教育長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森本学校教育課参事  

 

 

 

 

 

永濱学校教育課長  

 

 

山本教育長  

 

 

 

 

永濱学校教育課長  

 

 

 

 

 

 

 

 コロナの影響かどうかははっきりとはわかりませんが、コロナで

学校に行かなくても良いという感覚が生じたとは思います。 

 

 人権の集いに参加しました。不登校の問題も、学校になじめない

ということで、人権学習とも関わりがあると思います。どんな児童

生徒も受け入れられるような学校にしていきたいと思います。不登

校の児童生徒でフリースクールなら通学できる子どももいると聞き

ます。その違いは何でしょうか。 

 

 フリースクールは学校と比べて心理的なハードルが低いのではな

いかと思います。過去のしがらみがないところも受け入れやすいの

ではないでしょうか。今後は、多様な学び方や施設が必要になって

きます。学校に行くのが当たり前という感覚が薄れて、疲れたら休

んでも良いという考えが主流です。ホームスクールなどもあり、学

校でしか学べない時代ではなくなってきています。 

 ただ、それが将来的に「ひきこもり」にならないように、社会に

復帰ができるようにしていかなくてはいけません。対応の選択肢を

たくさん持つ必要があると思います。 

 小さい学校から大きい学校に来た子どもは、保健室や職員室に来

ることが多いと聞きます。1 学期、2 学期と過ごすうちに環境に慣れ

てくるのですが、入学当初はそういうことがあるというのも事実で

す。やはり一定の人数で人間関係の学びが大切だと思います。 

 中学生の主張大会には橋立中学校の生徒もおり、与謝野町の教育

長も聞きに来られていました。発表を聞いて、宮津市の取組はしっ

かりしていると感心されていました。これからも子ども達が活躍す

る場を作っていきたいと思います。 

 

 平田オリザ先生のサンタクロース会議という参加型の劇を参観し

ました。子ども達が役者さんと一緒にやり取りをして、臨機応変に

対応する様子があり、演劇を通して学びがあることが良くわかりま

した。宮津市の子ども達もこうした体験を通して力を伸ばしていけ

るとよいと感じました。 

 

 演劇の最初と最後では子ども達の表情が違っていて、子ども達の

変化が見られました。 

 

■６議事 

 それでは、議事に入りたいと思います。議第 20 号「令和 4 年度宮

津市一般会計補正予算（第 7 号）（教育委員会関係分）について」事

務局から説明をお願いします。 

  

 宮津市教育委員会基本規則第 16 条第１項第９号の規定に基づき、

12 月市議会に議案として提案する補正予算について、委員会の議決

を求めるものです。 

 今回の補正予算のうち、教育委員会分としては 3 点です。 

◇1 点目は「物価高騰対策」として、学校施設の電気料金に係る光熱

水費について、中学校分で 2,400 千円、小学校分で 4,800 千円を追

加補正するものです。 

◇2 点目は「新型コロナウイルス感染症対策」として、1,190 千円を



 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本教育長  

 

 

 

伊藤教育長職務代理  

 

 

 

山本教育長  

 

 

 

伊藤教育長職務代理  

 

 

永濱学校教育課長  

 

 

山本教育長  

 

 

 

出席委員  

 

 

山本教育長  

計上し、小中学校における衛生物品等の購入等を行うものです。 

◇3 点目は人事異動等に伴う人件費の補正です。小学校費では会計年

度任用職員について、宮津小学校の事務職員が 2 名とも府費雇用と

なったことによる市費不用額の減額、特別支援教育支援員 2 名分の

減額を行うものです。中学校費では、特別支援教育支援員について

年度途中の雇用となったことによる不用額の減額、幼稚園費では加

配講師の追加配置による 1 名分の増額補正をお願いするものです。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 ただ今説明のありました議第 20 号「令和 4 年度宮津市一般会計補

正予算（第 7 号）（教育委員会関係分）について」ご質問等ありまし

たらお願いいたします。 

 

 人件費の補正に関して、宮津小学校の事務職員は府費で 2 名の雇

用となり、市費が不要となったとのことでしたが、来年度の配置は

どのようになるのでしょうか。 

 

 令和 5 年度の配置についてはこれから交渉を行っていきます。宮

津中学校の事務職員も時限付きで府費から配置をしていただいてお

り、こちらも交渉をしていきたいと思います。 

 

 小学校の特別支援加配講師 2 名分の減額は配置する人が確保でき

なかったということですか。 

 

 府費で配置していただいた分を減額するもので、人員の減はあり

ません。 

 

 議第 20 号「令和 4 年度宮津市一般会計補正予算（第 7 号）（教育

委員会関係分）について」は承認することとしてご異議ございませ

んでしょうか。 

 

 異議なし 

 

 

■６その他 

◆次回教育委員会日程  

・定例会 12 月 22 日（木）午前９時～ 

 

他になければ、第 13 回宮津市教育委員会定例会を閉会します。 

ありがとうございました。 

 

 

  

－閉会： 10：10－  

 

 


